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1 . は じめ に

野呂 (20 01) は ､ 言語学の 分野にお い て
､

以下 の ように指摘 して い る ｡

｢ 日頃耳にする会話､
ニ ュ

ー ス ､ 目にする新聞記事､
コ マ

ー シ ャ ル 等々 にお い て焦点とな っ

て い るテ
ー

マ や問題とは全く別の 次元で ､

一

種の 『不快感』『居心地 の悪 さ』 を感 じる時が あ

る ｡ 具体例をあげよう｡ 大学の 統語論の 講義にお い て ､ 先生が 『太郎は花子を殴 っ た』『花子

は太郎に殴られた』 と い う例文を黒板に書 い た こと がある ｡ こ こ で問題と な っ て い る の は統

語構造であ っ て ､ こ の 例文に埋め 込ま れて い る ､ 筆者が感 じる不快感の は け口 は ど こ にもな

い
｡ それ に対し文句を言おうとすれば焦点の ずれた抗議と なり ､ た ちまち ､ 教室 にしらけた

空気が流れ るだろう ｡ せ い ぜ い 『じ ゃ あ､ 花子を次郎に しま し ょう』 で授業は先に進め られ

る こ と になる ｡ しか し ､ 私的な会話で はなく公 的な授業と い う場で ､ こ の ような 一 男 が 『な
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ぐる』 と い う動詞を用 い た能動文､ 女が受動文の 主語となる 一 発話が出る の は ､

一

方で は語

る側に無意識な 一

定の男女観が あり ､ 他方で は その 無意識を許容する社会文化的な土壌が あ

ると い うこ とで ある ｡ また ､ こ れを発話の 聞き手の解釈と い う点から見れば､ こ れを聞い て

苛立 っ たり悲 しんだりす る人が い る 一 方で ､ 全くなん とも感 じな い 人 が い る と い うこ とで あ

る ｡+ ( 注 1 )

野呂が指摘して い る問題 は ､ ｢男女の役割に つ い て固定的な観念を持 つ こ と
､ 社会の 女性に

対する評価や 扱い が差別的 で ある こ とや社会的 ･ 経済的実態に関する女性に対する神話を指

すこ と+ ､ い わ ゆ るジ ェ ン ダ
ー ･ バ イ ア ス と関連 して い る ｡ ジ ェ ン ダ ー ･ バ イア ス の 問題 は主

観性が影響して い る の で簡単に結論を出せな い 問題で あるが ､ 筆者た ちは教育機関で語学を

教えて い る教員と して 語学教科書にも こ の ようなジ ェ ン ダ
ー

･ バ イ ア ス に関係す るような表

現 がある の か と い う点に関心を持 っ た ｡

本稿で は ､ 語学教育の 教科書で ジ ェ ン ダ ー ･ バ イア ス 的な表現 に 関 して 問題 がある の か ど

うか を調 べ
､ そ の ような問題がある とすれ ば ､ 今後語学教育関係者と して ど の ように対応 し

て い く べ きか に つ い て考察をお こ なう ｡

2 . 分析 の方法

2 . 1 とりあげた教科書に つ い て

日本 で使用さ れ て い る外国人向けの 日本語 の 初級教科書と 日本人向けの韓 国語 の初級教科

書をとりあげた ｡ 分析をお こ な っ た の は ､ 以下 の教科書である ｡

◆日本語教科書 (計 8 冊)

① ｢ 文化初級日本語 Ⅰ ･

Ⅱ+ (1 987 年初版 現在は ｢ 新文化初級 日本語Ⅰ
･

Ⅱ+ に改訂)

｢ 新文化初級 日本語 Ⅰ
･

Ⅱ+ (20 00 年初版) 凡人社 ( 以下 ｢ 文化初級+ と略す)

② ｢ み ん なの 日本語 Ⅰ
･

Ⅱ+ (1 998 年初版) ス リ
ー エ ー

ネ ッ トワ
ー

ク ( 以下 ､ ｢ み んなの 日本

語+ と略す)

③ ｢初級日本語 げん きⅠ ･ Ⅱ+ (1 999 年初版) ジ ャ パ ン タイム ズ ( 以下 ､ ｢ げん き+ と略す)

上記 の 日本語教科書を とりあげた理由は ､ 大学等の教育機関で よく使用 され て い る代表的

な教科書で あるか らである ｡

①の 教科書は ､ 場面や状 況を 中心 に言語運用力を高め る ことに重点を置 い て い る教科書で あ

る ｡ 20 00 年に改訂された ｢新文化初級 日本語 Ⅰ ･ Ⅱ+ は
､ ｢ 文化初級日本語 Ⅰ ･

Ⅱ+ をほと ん

ど受け継ぎ､ 練習問題 や色刷りを多くした もの で ある ｡

②の教科書は､ 財 団法人海外技術者研修協会が技術研修生向けに出版した ｢ 日本語 の基礎 Ⅰ ･

Ⅱ+ (1 981 年初版) を中心 に汎用性を高め ､ さまざまな学習者向きに語嚢や表現な どを改訂 し

たもの で ある ｡ 文型積み 上 げ式の 教科書で ､ や さ し い 文法項目か らむずか し い 文法項 目 へ 積

( 注1 ) 野呂 (2 001) p p .1 3
-

1 4

- 28 -



語学教科書と ジ ェ ン ダ ー ･ バイ ア ス 的な表現 に つ い て

み上 げて い く こ とで 日本語学習を進め る方法と採用 して い る ｡

③の 教科書は
､ 本学国際セ ン タ ー の 日本語等研修 コ ー ス で使用 して い る教科書で ある ｡

"

A n l n t r o d u c ti o n t o M o d e r n J a p a n e s e
”

(19 77 年初版) の 流れを汲むも の で ､ 文型積み上 げ

と言語運用 の両方に着眼 して作られた もの で ある ｡ 留学生が日本語を学習するこ とを念頭 に

置い て い る ｡

◆韓国語教科書 (計1 0 冊)

① ｢ は じめ て の 韓国語+ 李昌圭 ナ ツ メ 社 200 2 年初版

② ｢ フ リ
ー

ウ ェ イ韓国語+ 原谷治美 ナ ツ メ 社1 997 年初版

③ ｢ コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン韓国語+ 長谷川 由起子 自帝社20 01 年初版

④ ｢ ス タ ン ダ ー ドハ ン グ ル講座+ 入 門 ･ 会話 梅田博之 ･ 金束俊 大修館書店19 97 年初版

⑤ ｢ 今すぐ話せ る韓国語+ 木内明 東進ブ ッ ク ス 199 8 年初版

㊨ ｢ 書い て覚える初級朝鮮語+ 高島淑郎 20 02 年改訂版

⑦ ｢ し っ かり学ぶ韓国語+ キ ム ユ ホ ン ベ レ 出版 199 9 年初版

⑧ ｢ は じめ て の 韓国語+ 程鶴山 白水社 20 03 年初版

⑨ ｢ 韓 国語 レ ッ ス ン初級Ⅰ ･ Ⅱ+ 金東漠 ･ 張銀英 ス リ エ ー ネ ッ トワ ー ク200 3 年改訂版

* 教科書の 選択基準

本稿 で取り上 げた韓 国語教材 は｢ 日本 の 学校にお ける韓国朝鮮語教育 一 大学等と高等学校

の 現状 と課題 - + (2 005) の 調査 (注 2 ) によ る大学等で 使われ て い る教材の 中か ら選択 し

た ｡ 4 年制大学及 び短期大学は2 002 - 2 00 3 年度 ､ 高等学校は2001 年度の 使用数材を使用 して

い る大学
･ 高校数の多 い 順 にあげた もの で ある ｡ 各機関で使用されて い る教材は大きく韓国

で 出版 された もの ､ 日本で 出版された もの
､ 自作教材 ･ 自習プリ ン ト教材に分けられる ｡ 本

稿で は調査 で 取り上げられた教材の 中で ､ 日本 で 出版された教材に限り分析を行う こ と とす

る ｡

* 教科書の 構成

本稿で取り上げた韓国語教材はすべ て入門書で ある ｡

①か ら⑤まで は会話を中心 と した教材で ､ 文字
･

発音編 ､ 会話編 ､ 資料編 に構成されて い る ｡

①から③ は全体の 会話が ス ト
ー

リ
ー

性を持つ もの で ､ ④ ､ ⑤は各課独自の 会話文を設 けて い

る｡ こ れら の 教材は聞く ､ 話す､ 読む､ 書く ､ の 4 技能の うち ､ 話す こ と に重点をお い て言

語運用能力を育成するようにな っ て い る ｡

⑥､ ⑦ は教材の タイ ト ル にも書 い て ある よう に書く こ とを中心 と した教材で ある ｡ 大きく

文字 ･ 発音編 ､ 文法 ･ 文型編 と分 ける こ とがで きる ｡ 会話文もあるが ､ 話すこ と が 中心で は

なく書い て覚えるように構成され て い る ｡

(注 2 ) 田所 ( 20 05) p p .5 9
-

63 ｡
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⑧ ､ (勤は 4 技能が充実 した総合教材で 主に ､ 学生や ビジ ネス マ ン の た め の もの である ｡

⑨は 日本語教材の②と構成が同じく文型積み 上 げ式で ､ 文字発音編 ､ 基本文型編 ､ 会話編 ､

練習編 とな っ て い る ｡

2
.

2 分析の 方法

日本語 の教科書分析を足立が担当し､ 韓国語 の 教科書分析を鄭が担当 した ｡ お おまか に ､

①言語 的表現 (語桑) ､ ②会話に出てくる登場人物の状況 ､ ③挿絵､ の 3 点 に分類 し ､ 男女差

の ある表現や男女の役割分担や本質に つ い て 固定的に扱われて い
'
るもの や 偏見と思わ れるも

の を調 べ た ｡ また ､ 男女に関する表現を中立的に扱 っ て い るもの も取り 出す作業をお こな っ

た ｡

3 . 分析の 結果

3 . 1 日本譜の 教科書の 場合

3 . 1 . 1 言語的表現

男女差を表す言語的表現 は
､ 社会 の 慣習 と して使用さ れ て い るもの が多い ｡ こ こ で は各教

科書の ｢ ご主人 ･ 奥さん+ ､ 及 び ｢ - わ (終助詞)+ な どの 取り扱い 方に つ い て述 べ る ｡

◆ ｢ ご主人 ･ 奥さん+

3 種類の教科書す べ て ､ 本文 ( 会話の 部分 や テ キ ス ト の 部分) で は ､ ｢ ご主人 ･ 奥さ ん+ と

い う語菓がな い ｡ 練習問題や 解説や 登場人物の 説明と して 出てくる ｡ 興味深か っ た の は ､

｢ げん き+ の取り扱い で ､ ご主人 ･

奥さん以外に ｢ だん な､ うち の 人､ 女房､ ワイ フ ､ か み

さん+ などをあげ､ 注 と して ｢ 人 によ っ て使 い 方が異なる+ と して い る ｡ ｢ み んなの 日本語+

の 分冊 である 文法説明書を確認 した が ､ ｢ げんき+ の ような注釈は見られなか っ た ｡

分析者は こ の 表現がジ ェ ン ダ ー
･ バイ ア ス を引き起こ すと は考えな い が

､ 欧米系の 学生か

らは ､ 語源に問題が ある の で はな い か と い う質問を受ける こ とがある ｡ ｢ げんき+ の ような取

り扱い 方が日本社会の 状況理解を容易にすると考える ｡ また
､ 教授者の 説明によ っ て 中立的

な解釈が で きる と考える ｡

◆女性言葉と して の ｢ - わ+ や ｢ - の+

｢ 文化初級+ の み本文の 会話で ､ ｢ い い わね ｡ い つ 行く ? + ｢ い い わよ ｡ + ｢京子さん に電話 し

てみ る わ｡+ ｢ 行きた い けど ､ 明日は ア ル バ イ トが ある の ｡+ (第25 課) ｢ 今日 はとて も楽しか っ

たわ ｡+ ( 第28 課) と登場人物が言 っ て い る ｡ ｢ み んなの 日本語+ ｢ げんき+ で は こ の ような表

現 はな い ｡ しか し こ の 表現は ､ 男性の 学習者が使わな い ように教師が注意を促す点で ある の

で ､ ジ ェ ン ダ ー ･ バイ ア ス の 問題点として とりあげる必要はな い ように考える ｡

3 . 1 . 2 会話な どに出てくる登場人物の状況

教科書の会話や練習問題に 出てくる登場人物の状況で ジ ェ ン ダ ー ･ バ イ ア ス の 表現と 関係

がある と思わ れ る の は以下 の とおりで ある ｡
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【文化初級】

場面 登場人物の状況

G) 家族を紹介す る 母親は専業主婦｡

②帰宅 した夫が妻の ★夫が職場か ら帰宅する が ､ 妻 は外出中｡ 夫の 食事に つ い て伝言 メ

伝言メ モ を見 る モ を残す｡

③病 院で診察を受け

る

医者は男性 ､ 看護士及 び受付は女性｡

④テ レビもしくは ラジ 料理研究家 (女性) とアシ ス タ ン トの アナ ウ ン サ ー

( 女性) ｡

オ の料理教室 の 番組 一 ★改訂版 で は ､ 料理研 究家は男性｡

⑤ デ パ ー トに親子づ

れで買 い 物に行く

子 どもづれの 母親｡ 父親は い な い ｡ 週日 の 買 い 物を連想する ｡

(釘日本語学校で 進路

指導をお こ なう

★教 師は男性も女性も登場する ｡

⑦知り合い の 家に訪

問す る

出迎 える の は女性 (主婦 をイ メ ー ジ して い る) ｡

一 ★改訂版 で は夫婦で 出迎えて い る ｡ 練習問題 にもさま ざまな訪問

パ タ ー ン を出 して い るが ､ 出迎え側 は女性が多い
｡

⑧ ドライ ブな どに誘 誘うの は男性､ 誘わ れ る の は女性 ｡ 女性はお弁当を作 っ て持 っ て行
～

つ くと約束する ｡

(勤ホ テ ル の フ ロ ン ト ★ フ ロ ン トに い る人は男性も女性も い る ｡

⑲工場 に見学 に行く 工場で説明をする人は男性｡

一 ★改訂版で は
､

工場で説明する人 は女性にな っ て い る ｡

⑪子 どもの 将来の こ

とで専門家に相談す

る

★相談する の は母親で はなく､ 両親｡

⑫ス ポ
ー

ツ 選手の 母

親がイ ン タ ビ ュ
ー

に

答える

専業主婦の 母親が どの ように娘を育て たか を説明する ｡

⑬経済学の 講演会を 講演会を聞き に行くの は会社の 同僚 二 人 ( 二 人と も男性) ｡

聞きに行く 一 ★改訂版で は練習問題 に職場 の男女を登場させ て い る ｡

⑭友だちを家に招き

食事をする

★料理を運ぶ の を手伝う夫｡

｢ 文化初級+ は 日本語学校で勉強する留学生を中心 と しながら ､ その
一

方で 日本人だけで コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン行動をと る場面も出てくる ｡ こ こ で取り上 げて い る の は
､ ①以外 ､ 登場人

-
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物はす べ て 日本人で ある ｡ ★の 部分は ､ 男女の差 をなしに 中立的 別犬況を表して い ると考え

られるもの を示して い る ｡ 男性だけもしくは女性だけ登場 して い た 旧版の 場面が ､ 改訂版に

な っ て両方登場する場面に変わ っ て い るも の が多く見られ た ｡

【み んなの 日本語】

場面 登場人物の状況

①引越 し の あ い さ つ ★男性 (外 国人) が引越 しの あ い さ つ に 行く ､ 対応 するp の も男性

に行く ( 日本人) ｡

(丑お花見に誘う ★職場で女性 ( 日本人) が男性 (外国人) をお花見に誘う｡

③日本人の家に訪問

する

★夫婦 (外国人) で訪問する ､ 対応する の も夫婦 ( 日本人) ｡

(釘コ ン サ
ー トに誘う ★男性 ( 外国人) が女性 ( 日本人) を誘･う｡ ②の ｢ お花見 に誘う+

で 出て きた同 じ ペ ア｡

④職場 の 同僚 で昼 ご 職場 の 同僚 は 二 人と も男性(外国人と日本人) ｡ 昼 ごは んを食べ に行

は んを食べ に い く く店の 店員 は女性 ( 日本人) ｡

⑤家族を紹介する ★両親 ( 外国人) は 二 人 とも仕事を持 っ て い る ｡

⑥パ ー

テ ィ で おし ゃ ダイ エ ッ トを して い る女性 (外国人) が あまり料理を食べ な い ｡ ダ

ベ りをする イ エ ツ トの 方法に つ い て の お し ゃ べ りをする ｡

⑦会社で 出張の 予定

をたて る

★上 司で ある課長が女性 ( 日本人) ､ 部下 は男性 (外国人) ｡

⑧ マ ン シ ョ ン の エ レ ★転勤にな る男性 ( 日本人) が ､ 同僚 の 男性 ( 外国人) に ､ 単身赴

ベ ー

タ の 中で おし ゃ 任する こ とを話す｡ その 理由は妻 ( 日本人) が仕事を持 っ て い るた

ベ りをする め ｡

⑨茶道教室 お茶の 先生 ( 日本人) もお茶を習う人 (外国人) も女性

｢ み んなの 日本語+ は ､ 男女差 の 役割や 本質に対 して の扱 い に配慮 して い る ように思 われ

る ｡ 本文の会話 に出てく る日本の会社で働くマ イ ク
･

ミ ラ
ー

さ ん を中心にその 友人で ある学

生な どさま ざまな立場の 人が 出て くる ｡ また ､ ④の 職場 の 同僚 どう しで昼食をとりに行く場

合も ､ 実際同性 どう しで行く機会が多い ように思 わ れる し､ ダイ エ ッ トに して も茶道の教室

に しても関心を持つ の は女性で ある と い うの が現状 である ( た だ し､ その 背景 に つ い て は考

慮しなけれ ばならな い) こ とを考えれば中立的な立場をと っ て い る と言える ｡
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【げん き】

場面 登場人物の 状況

①ホ ス ト フ ァ ミリ
ー

を紹介する

ホ ス トフ ァ ミ リ
ー

の 母親は主婦 ｡

② デ
ー

ト の 約束をす

る

男性 ( 日本人) が女性 (外国人) を誘う ｡

⑨家族 の 写真を見な ★練習 問題 で は母親も姉も結婚 して い て か つ 仕事を持 っ て い る ｡

がら紹介する (外国人)

④バ ー ベ キ ュ
ー をす ★男性 ( 外国人) は料理をする の が好きで家で よく作る ｡ 女性 (外

る 国人) は料理を しな い
｡

(む歌舞伎を見に行く 男性 ( 日本人) が女性 (外国人) を誘う｡ ②と 同 じ ペ ア ｡

(釘た けしさんが困 っ ★ ｢ ちか ん にさ わ られた+ とある が ､ 男性の 痴漢が男性の た け しさ

た こ とを話す (受身

の 練習問題)

んをさわ っ て い る状況を表す｡

⑦ ｢ - て もらう+ の ホ ス トフ ァ ミリ
ー の おか あさん に しても らうこ とが練習問題 の 素材

練習 問題 にな っ て い る ｡ 部屋を掃除する ､ アイ ロ ン をか ける ､ 迎えに来るな

ど､ 主婦 と して の お か あさんが措か れ て い る ｡

⑧使役受身の 練習問 ★ ｢ か ばんを持たされ る+ ｢ 買 い 物 に つ きあわ され る+ な ど男性も女

題 性もほ とん ど同数出て い る ｡

⑨悩み の 相談 (読解

練習)

★女性 が悩み の 相談を して い る ｡ 内容 は仕事をと る べ きか で悩 んで

い る ｡ ｢ あなたなら どうする
■
と思 い ますか+ と学習者に答えを求め て

い る ｡ 教室内で話し合 い がで きるように工夫さ れて い る ｡

｢ み ん なの 日本語+ も ｢ げんき+ も状況が 日本人と外国人で話す場面が多 い ｡ その た め 日本

人 どうし の 会話が多い ｢ 文化初級+ よ り､ 固定化され た状況を回避で きる の か もしれな い
｡

｢ げんき+ は留学生 の メ ア リ
ー さん がホ ー ム ス テ イを しなが ら日本の 生活になれて い くと い

う設定で ある ｡ そ して ､ メ ア リ
ー さんが ホ ー ム ス テイ を し て い るホ ス トフ ァ ミリ

ー の おか あ

さん は
､ 家に い て家族の め ん どうをよくみ るお かあさんと し て お かあさん と して措 か れて い

る ｡
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3 . 1 . 3 挿絵

挿絵の 中に最も多くジ ェ ン ダ ー
･ バイ ア ス 的な印象づ けが組み込ま れて い るように考える ｡

【文化初級】

◆形容詞 の 表現を扱う部分 ( I p .28 ､ 改訂版 I p .32)

｢うる さ い 家族 の ようすと しずか な家族の ようすの 比較+ : 措かれ て い る家族 は ､ 裁縫な ど の

家族を 一 生懸命す る母親と対象的 に休日を読書を して の ん びり過 ごす父 親の 様子 が措かれ て

い る ｡

｢ きれ い+ : 美的なも の をあらわす表現 と して花嫁を措 い て い る ｡ (す べ て日本人)

◆ ｢ - す る+ の 表現を扱う部分 ( I p .53 ､ 改訂版 I p .61)

｢ そう じする+ ｢ せ んた くす る+ ｢ か い もの する+ : 家事に関す る動詞を扱う挿絵と して動作を

して い る人はすべ て女性 ( 同 一 人物) ｡

◆ ｢ - て い ます+ の 表現 を扱う部分 ( I p .9 1 ､ 改訂版 I p .1 15)

職場 の状況を見て
､ ｢ 0 0 さん は × × を - て い ます+ の 表現を導く挿絵 ｡ 男性社員が 6 人座 っ

て仕事をして い る ｡ 女性社員 は
一 人 だけ しか い か ､

｡ 立 っ て男性社員と 話を して い る ｡ (す

べ て 日本人)

◆ ｢ - て
､

-

て+ の 表現 を扱う部分 (改訂版 I p .85)

★ ｢ 文化初級+ の改訂版で ､ ｢ 7 時に起 きて ､ 新聞を読んで ､ 会社 に行きます+ と い う場面で

女性 ( 日本人) を措 い て い る ｡

◆ ｢ - そうで す+ 様態を表す表現を扱う部分 ( Ⅱp .33 ､ 改訂版Ⅱp .5 0)

デ パ ー トで太 っ た女性が荷物を持た ず､ 夫とみ られる男性が弱そうな様子で荷物 をたくさん

持 っ て い る ｡ それを見て第三者が 笑 っ て い る ｡ (すべ て 日本人)

◆敬語 の 使い 方を扱う部分 ( Ⅱp .80 ､ 改訂版Ⅱp .1 18)

働 い て い る 人はサ
ー

ビ ス 業関係｡ 宅配便の 配達員以外はす べ て 女性｡ (美容師さん ､ 飛行機

の客室乗務員 な ど) ★改訂版で は男性の 美容師さ んが 出て い る ｡ ( 改訂版Ⅱp .131)

【み ん なの 日本語】

◆人を紹介する練習問題

5 問あり 4 間が男性､ 1 間が女性 ( す べ て外国人) ( I p .
26)

◆ ｢ - と い い ま した+ の 練習問題 ( I p .1 76)

大統領､ 首相 ､ 部長､ 社長 が出てくるがす べ て男性 ｡

【げんき】

◆ ｢ - なくて も い い です+ の 練習問題 ( Ⅱp .
105)

ホ
ー ム ス テイ先で しなくても い い こ と (料理 をしなくて い い

､ お皿を洗 わ なくて い い ､ 洗濯

をしなくて い い ､ な ど) が練習問題と して ある ｡ 挿絵はホ ス トフ ァ ミリ
ー の お か あさんが料

理を作 っ てテ
ー

ブ ル に 出 して い る様子を措 い て い る｡
一 家事をする の はす べ て ホ ス ト フ ァ ミ

リ
ー

の お か あさんで ある ｡

◆ ｢ - み た い です+ の練習問題 ( Ⅱp .10 8)

散らか っ て い る部屋 に ごろ寝して テ レビを見て い る男性が 挿絵にあ る ｡ ｢ こ の 人 は結婚 して
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い ますか+ と い う質問 ｡
一 独身の 男性の 部屋 は散らか っ て い る と い う考えがある ｡

◆ま んがを見て話を考える練習問題 ( Ⅱp .29 7)

197 8 年の根本進の 措 い た ｢ ク リち ゃ ん+ の 4 コ マ ま んが ｡ 2 編 あるが 両方とも ､ 専業主婦の

ク リち ゃ ん の おか あさん が措かれ て い る ｡

3 .
2 韓国語の教科書の場合

3 .
2

.
1 言語的表現

◆ ｢ せii3 (主人) / c,t q] ( 家内) + に つ い て

韓国語も日本語と 同 じく､ 夫婦の 間の 呼び方はさまざまで ある ｡ 本稿 の 9 種類 の教材で は

主人を表す こ と ばで ある ｢ せ卓+ 4 種類 の 教科書で 現れ た ｡ しか し､ ｢ せ召+ 以外に主人を

表す語桑は出て こ なか っ た ｡

一

方､ 家内を表す こ と ばで ある ｢ Ot t刀+ は 4 種類 の教科書で 現

れた ｡ それ以外にも卑ol 里 ( ワイ フ) ､ 召人一昔 (女房) ､ 早
oJ ( 奥さ ん) な ど の 語桑が使われ

て い た ｡ しか し､ こ れ らの使 い 分けに関す る説明 は
一 切され て な い た め ､ 理解 しにく い と思

わ れ る ｡

◆ ｢ 音 ^B ( 弟
･

妹) + に つ い て

韓国語で は男女によ っ て家族の 呼称が違う場合がある ｡ た と えば､ 男性が自分の 兄 ､ 姉を

呼ぶ 時は司､ 千叫で ､ 女性が自分 の兄 ､ 姉を呼ぶ 時は ､ 且 叫､ 9l
L

t] で ある ｡ 反対に ､ 男女の

区別 なく使用する呼称もある ｡ それ が寺 ^B で ある ｡ 音 ^B は 日本語 で い うと妹､ 弟で ある ｡ も

ちろ ん
､ 韓国語で も o] 舌 ^B ､ せ音 ^B で妹 ､ 弟と 区別 して使う場合 もあ るが ､ は っ きり味なの

か弟なの か 区別 しなくても い い 場合 は両方の 意味を持つ こ と ばで ある舌 ^B を使うの で ある ｡

9 種類 の教科書を調 べ た結果 ､ 舌 ^B と い う語嚢を使用 して い る の は 6 種類で あ っ た ｡

①の ｢ は じめ て の韓国語+ で は ｢ 普通弟も妹も昔 ^B なの ですが ､ 区別するときはせ音 ^B ( 弟) ､

o] 号 ^B (妹) と い い ます+ ときち ん と 説明し､ 号 ^B の 日本語訳を つ ける 時は妹 (弟) か弟

( 妹) で表記 して い る ｡

⑥､ ⑧は特に音 ^B の 説明はされ てな い が ､ 会話や 例文で 出す場合 に は日本語訳 と して弟 ･ 妹

を つ けて い る ｡

⑥の5 0 頁本文で

蘇 : Rll 音 J ^B 斗
o

j t] 中. 私の弟 ( 妹) の 車です｡

53 頁 ､ C D を聞い て持ち主を当て る練習問題

( c D を聞く : 号 ^B) 妹/ 弟

⑧の10 6 頁練習問題 回答で

♀司 書 ^B 喜 子卑jjl Oll 中t;l 且
. うちの 妹/ 弟は中学校に通 っ て い ます ｡

しか し､ 音 ^B を何の 説明もなく弟と して しか訳 さな い 教材も見られ た ｡ こ こ で すべ て の 例を

あげる の は紙面 の 限りがある の で ､ 各教科書で 1 つ ずつ 抜粋 して載せ る こ と にする ｡

②の2 0 ､
21 頁 コ 召 音 ^B 召 t] q- . それ は垂の もの で す｡

コ ZJ 昔 J^B 召 t] 77T ? それ は墓
_
の もの ですか ｡

ー
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④ の168 頁 舌 ^B 阜 音斗l]T ス一昔ol 喜労音t] ヰ. 垂は横にな っ たと た ん寝入りま した ｡

⑦の6 3 頁 Rll 号 ^B ol o ト+ oil 且 . 私 の弟で はありませ ん ｡

⑨の4 3 頁 tJl 音 ^B 旦神主 斗尊書t] q- . 私 の弟の 帽子は青い です ｡

以上 の よう に音 ^B は 弟に訳 さ れ て い る ｡ ⑦ の 場合 は ､ 他に98 ､ 1 14
､

115 ､ 163 ､ 1 68 ､ 19 9 頁

に ､ ⑨の 場合 は Ⅰ の8 2 ､ Ⅱ の90 ､ 1 16 頁 にも同 じく音 ^B を弟と訳 して い る ｡

3 . 2 . 2 会話などに 出てくる登場人物の 状況

本稿で取り上げた韓国語 の教科書は入 門書で あ っ て ､ 文字や発音を習 い
､ 簡単な会話文を

紹介 して い る こ とが 多い ｡ 特に ｢ し っ かり学ぶ 韓 国語+ の 場合は文法と練習 問題が 中心 と

な っ て い て会話文は 一 切挙げて い な い ｡ した が っ て ､ 本稿で は ジ ェ ン ダ ー
･ バ イ ア ス 的な表

現 が組み込まれ て い ると思 われ る会話で は主に誘う場面 にお い て ､ 誰か ら誰 へ 誘 っ て い る の

かを見る こ と にする ｡ また ､ 会話､ 文型 ､ 文法説明の 例文な どで 見られる男女差 に関わる表

現を調査する ｡

◆誘う場面

① ｢ は じめ て の韓 国語+

男性から女性 へ : 喫茶店に行く (p .8 4) ､ 食事に行く (p .88)

女性から女性 - : コ ン ビ ニ に行く (p .80) ､ カ ラ オケ に行く (p .96) ､

野球の 試合を見に行く (p .1 44)

② ｢ フ リ
ー

ウ ェ イ韓国語+

女性か ら男性 - : 喫茶店 へ 行く (p .8 4)

女性か ら女性 - : パ ー

テ ィ
ー へ 行く (p .88)

女性 ･ 男性か ら女性 へ : 野球の試合を見に行く ( p .
10 2)

③ ｢ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン韓国語+

女性か ら男性 - : 誕生日 パ ー

テ ィ
ー

(p .6 6)

④ ｢ ス タ ン ダ ー

ド ハ ン グ ル講座+

女性か ら女性 - : 食事に行く (p .2 06)

⑤ ｢ 今す ぐ話せ る韓国語+

男性か ら女性 - : 野球の 試合 を見に行く (p .46)

女性か ら男性 へ : 映画を見に行く (p .5 2)

⑥ ｢ 書 い て覚える朝鮮語+

男性か ら女性 へ : 喫茶店に行く (p .6 6)

⑧ ｢初め て の 韓国語+

男性か ら女性 - : 食事に行く (p .79)

⑨ ｢ 韓 国語 レ ッ ス ン 初級ⅠⅡ+

女性か ら男性 へ : 登山に行く ( I p .77) ､ 食事に招待する ( Ⅱp .3 1) ､
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シ ル ム ( 韓国相撲) を見に行く ( Ⅱp .1 01)

全体的 に見 ると ､ 誘 い 表現 の バ タ
ー ン は男性か ら女性 へ

､ 女性から男性 -
､ そ して女性か

ら女性 -
､ の 大きく 3 つ の バ タ

ー ン に区別する こ と がで きだ｡ 男性から女性 - は 6 ケ所､ 女

性か ら男性 へ は 6 ケ所､ 女性か ら女性 - が 5 ケ所あ っ た ｡ そ して ､ 男性で あるか女性で ある

か区別が で きな い 包子 ( 友達) から女性 - が 1 ケ所現れた ｡

誘い の 場面 は
-

ケ所も見当た らなか っ た ｡

◆会話 ･ 文型 ･ 例文の 中 で の男女差 に関する表現

(参｢ フ リ
ー

ウ ェ イ韓国語+

1 ) せi!3 司スl 主 音阜 雪 中五 月l 人11 且? (p .15 4)

( ご主人は何をさ れて い ら っ しゃ い ますか ｡)

2 ) ot 可
L]
T ]

71l ^l 古 里 申立 珂
J^

J L] 77T-?

(お父さん は何をされ て い ら っ し ゃ い ますか｡)

⑥ ｢ 書い て覚える朝鮮語+

号 ^J せス一言 暮7
1
t Ol 中立 主 管t] 中. (p .61)

(独 身男性を寺 Z＋と も い い ます ｡)

⑦ ｢ し っ かり学ぶ韓国語+

oI DI L] 7t C･t Ol 喜 胡胡 且司書 TLT 三
J d
,h ^ 音t] 中. (p .26 5)

( お母 さんが こ どもの ため に料理を作りま した ｡)

⑨ ｢ 韓国語 レ ッ ス ン 初級Ⅱ+

1 ) ♀司 召 J^T 曹阜 且司且 中 ji
o
] 主音 吾 o一朝且 (p .1 6)

(家内は料理よ り掃除が好きです ｡)

面白い こ と に男性か ら男性 へ の

2 ) 召享曹 o] 斗吉 O] 屯 ^T 曹
o

j t] 77T ? 聖書 王 O]l 埋 立 T ]T % 王 早朝且
. (p .30)

(結婚する女性は どんな人で すか ｡ 顔もきれ い で心も優 し い です ｡)

3 ) ol t E9 せ和書 書 o一斗^ll 且 ? ZJ 7
o
t 可 ヱ 舟 Dl 7t 91 旨 斗曹% 書 O一朝且 . (p .3 0)

( どんな男性が好きですか｡ 健康で ユ ー モ アが ある人が好きです ｡)

4 ) ユ キ子吉 司 中吉 昔喜 Ol 人11 且 ?

( その 夫婦は何を して い る方々 で すか ｡)

せjl7d 主 立午 ol ユ キ
oJ 阜 Ij

o
T 寺号 oll ^l

oj 中立 9l xl 且
. (p .30)

(主人は教授で ､ 奥さん は放送局で働 い て い ます ｡)

5 ) 中tJ ヲT
-

叫古 寺聖oll 子三 宅 可 l̂l 且 ?

( 田中さ ん は休日 ､ 何をしますか ｡)

召 oll ^l せ胡王 中立 司生 玉 斗スl 且
. (31 頁) (p .31)

(家で洗濯を したり､ 掃除を します｡)

6 ) o一句スl 勿1 人1 吉 9] 小 人l ヱ
,

OI Dl t] 瑚^l 吉 7t増子半月り中. (p .34)

( お父さ ん は医者で
､ お母さん は主婦で す｡)
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7 ) ユ せスt 旨 Ol 瑚且 ? ヲl 7一 三 ヱ Tt]
} ( el 中. (p .38)

( その 人は どうですか ｡ 背が高くてか っ こ い い です｡)

8 ) ot ol 7t el 中/ 子羊壬 q
L

Rll 叫 IjT 叫且
. (p .39)

(子供が い る / 主婦は い つ も忙 し い)

9 ) スl 音 41 杏脊 ttl
, ^ 敷旨 tll ol 亡 川 ^

J* ol 且 ? ot t刀7t 申 子労音t] q- . (p .
40)

(今はめ て い る手袋は ど こ で買 い ま した か ｡ 家内が編 んで くれま した ｡)

10) 杏脊% 可中 ( ol 可 t]) / oI Dl t] 7一骨沓% 神 子想 ol 且 . (p .48)

(手袋を編む お母さん/ お母 さんが手袋を編 んで くれま した ｡)

ll) 青スI l]1 lil . 'T 喜
O

j % 胡且 . (p .7 7)

(寒 い け ど ス カ
ー トをは きます ｡)

12) 可可 t] 壬 % 包曹 書 聖ot 且 ? ( ot 立) (p .7 8)

( お母さん は運転できますか ｡
い い え)

13) せjl7j pll J^l 旨
O

j 且
O

j oll 王 司 j^T oll 7一人11 且 ?

(旦那 さん は日曜日にも会社 に行きますか ｡)

且 吾 司八一
Oj ol o一子 中空 7} zi ot 且

. (p .10 0)

(最近仕事が忙 し い み た い で す｡)

14) ol
｡g 今Rl 旨 dt 司 ロl 喜 ol oll 且 ?

(イ ヨ ン ス ク さん は未婚で すか ｡)

召喜せ 7} zi ot 且
.

tLt スl 喜 7l ヱ 91 杏ot 且 . (p .10 0)

15) 雪中7t Ot 71 せ司l 曾% 可 ol ヱ 敷ol 且 . ( p .1 00)

( お母さんが子供に ご飯を食べ させ て い ます｡)

16) oI Dl t] 7t Ot 7l oll 711 其%
o

J 司且 . (p .1 38)

( お母さ ん が赤ち ゃ ん に服を着せ ます｡)

17) コ 司 ヱ 司 o
c i
] 司 叫 7T ･ 召書中吉 zJ c,T ^ll 且 ?

( それ か らチ ェ ヨ ン ヒ さんが結婚する の は知 っ て ますか ｡)

ユ 全音豊 吉盟 ol 且 . 召喜 % 卑官 司小言 コ
T
LT 書中ヱ 可スl 且 ?

( そううわさは 聞きま した ｡ 結婚 した ら会社をや め るそうですね｡)

t;ll . せii3 % 中年^l
o
ci
j 号 oll zl ql 且

. ( p .1 41)

( は い ､ ご主人に つ い てイ ギ リ ス に行くん です っ て ｡)

会話 ･ 文型 ･ 例文の 中で い ちばん多くジ ェ ン ダ ー
･ バ イ ア ス 的な表現が組 み込まれて い た

の が⑨の ｢ 韓国語 レ ッ ス ン初級+ で ある ｡ まず､ 4 ) ､ 6 ) の ように男性は教授や 医者で ある

の に対し ､ 女性は主婦や会社員とな っ て い る ｡ こ の ような男女の 職業を区別 して載せ て い る

教材は(∋②③に も現れて い る ｡

次に上 げられる の が男女 の 役割で ある ｡ 上記 の 例を見る と
､ や さ しくきれ い で ､ 子供の 世

話を し っ かり し､ 主人を支える こ と が女性の や る べ きこ と の ように措か れ て い る｡ 同 じく男

性は家族を支える た め に仕事を し､ 健康で力強 い の が男性の ある べ き姿として措か れ て い
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る ｡

最後に1 4) の 結婚 - 指輪の ように ス テ レオ タイ プ的な表現も何ケ所が現れ て い る ｡ しか し ､

こ こ にジ ェ ン ダ ー ･ バ イ ア ス 的な表現 がある と は言 えな い ｡

3 . 2 . 3 挿絵

分析の 対象で ある 9 種類 の 中で挿絵が ある の は 6 種類 だ けで あ っ た ｡ した が っ て ､ 本稿 の

挿絵の分析対象と なる の は①②③⑤⑥⑨である ｡ 挿絵の 中に はジ ェ ン ダ ー ･ バ イ ア ス 的な表

現 が組み込まれて い る と考えられ る ｡

①の ｢ は じめ て の 韓国語+ で は本文会話で 挿絵が添えられて い る こ と が多か っ た が ､ 主 に

職業を男性の職業､ 女性の 職業の ように 区別 し て 措 い て い る｡

例え ば ､ タク シ
ー 運転手 (p .

4 1
､ p .6 7) ､

バ ス 運転手 (p .60) ､ 駅員さん ( p .5 7) は男性で ､

郵便局の 人 (p .105) ､ 薬局の 人 (p ,
1 09) ､ シ ョ ッ プの 店員 (p .1 16 ､ p .117 ､ p .12 1 ､ p .1 24 ､ p .128)

は女性で措 か れ て い る ｡ 挿絵を通 し て い か にも男性の する仕事と女性の する仕事を分 けて い

る ｡

他 に銀行員 (p .36) を男性に ､ 医者 (p .113) を女性に措 い て い る部分もあるが ､ ほと ん ど

の 場合 ､ 職業を男女に分けて 措 い て い る ｡

②で は職業だ けで は なく ､ 役割にお い て も男女を分 けて い る ｡ まず､ 職業で は ､ 教授

(p .65) ､ 駅員 さ ん
､ 新聞配達 の 子 (p .10 1) は男性で ､ シ ョ ッ プの 店員 ( p .72) ､ 食堂の 従業

負 (p .8 2) ､ 売店の 店員 (p .8 2) は女性で ある ｡ 普通男性の 職業で あると思 わ れる タ ク シ ー 運

転手 (p .75) は女性で措 い て い る の が印象的で ある ｡

つ ぎに ､ 男女の役割で ある ｡

一

般的に外の 仕事は男性､ 家庭の 中の 仕事は女性がす るもの

で ある と考えて い る人が多い
｡ 4 0 頁を見 ると､ 食事を し て い る場面で ､ 料理を して い る人は

女性で ある ｡ また ､ 43 頁にも掃除 ､ 洗濯 ､
アイ ロ ン をか ける人 は女性で 措か れて い る ｡ そ し

て ､ 72 頁で もス ー パ ー

で買い 物をする人も女性である ｡ こ れ は家庭 の 仕事は女性の役割で あ

る と い う固定的な考え方が組み込まれて い る の で ある ｡

③で も②と同 じく職業及 び役割を男女で分けて い る よう に見与る ｡ まず､ 教授 (p .19) ､ 警

察官､ ス ポ
ー

ツ 選手､ 芸術家 (p .93) は男性に ､ 看護士 ､ 客室乗務員 ､ 芸能人 (p .93) は女性

にな っ て い る ｡ 次に役割を観点か ら見ると
､ 12 頁の で は ､ お 母さ ん は赤ち ゃ んを抱 っ こ して

い る姿で 措か れて い る ｡ また ､ 24 頁で は ､ ｢ 安い ､ 買う+ の 語嚢を説明 して い るが ､ その とき､

買い 物に行くの は女性で ある ｡ また ､ 家族写真の絵で は弟は野球ボ ー ル を妹はぬ い ぐるみを

持 っ て い る ｡ (p .45) そ して ､ お酒を飲め るか の 質問で飲 めな い と答えて い る人も女性にな っ

て い る ｡

⑤の ｢ 今すぐ話せ る韓国語+ で は面白い 結果 が出た ｡ 挿絵で現れたすべ て の 職業は男性で

措か れて い る ｡ レ ス トラ ン の 店員 (p .4 3) ､ 客室乗務員 (p .78) ､ 旅館 の従業員 (p .91) ､
タ ク

シ
ー 運転手 ( p .

10 5) ､
シ ョ ッ プの 店員 (p .129) ､ 郵便局の 人 (p .135) ､ 医者 ( p .

1 41) ､ 航空会

社職員 (p .14 7) など ､ す べ て男性で ある ｡ ⑥の ｢書 い て覚える初級朝鮮語+ で は本文の会話

でち ょ っ と した挿絵が ある だけで
､ 写真が多く使わ れ て い る ｡ 9 2 頁の レス トラ ン の 店員 は男
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性と して措か れ て い る が､ こ れ は ジ ェ ン ダ ー ･ バ イ ア ス 的な表現で は な い と思 われ る ｡ 単に ､

レ ス トラ ン に来たお客さんが女性で ある ため ､ 店員を男性で措い た と思わ れる ｡

⑨の ｢ 韓国語 レ ッ ス ン 初級Ⅰ
.

Ⅱ+ で は本文､ 練習問題で挿絵が多く使われて い る ｡ 主に

職業で男女がは っ きり分 かれて い る ｡ 時計店の 店員 ( I p .67) ､ 美術館職員 ( I p .87) ､ 美容師

( Ⅱp .41) ､ 旅行ガイ ド ( Ⅱp .
149) は女性で ､ 会社員 ( I p .55) ､ 銀行員 ( I p .55) ､ 教授 ( I

p .55) ､ 医者 ( I p .5 5 ､ p .
1 27) ､ 社長 ( I p .1 34) ､ 先生 ( I p .1 34 ､ Ⅱp .5 8 ､ p .1 48 ､ p .1 49) ､ 配達

負 ( Ⅱp .7 1) ､ 警察 ( Ⅱp .91 ､ p .1 48) は男性 にな っ て い る ｡ 先生 は他の 教科書で は男性であ っ

たり女性で あ っ たりした が ､
こ こ で はす べ て男性で 措か れて い る ｡ こ の ように男性の 仕事､

女性の仕事をは っ きり分 けて措 い て い る と思われ る ｡

また ､ タ バ コ を吸う人 ( Ⅱp .88 ､ p .15 8) は男性にな っ て い るが
､ 近年タ バ コ を吸 っ て い る

女性が増えて い る こ とか ら見る と タ バ コ を吸 っ て い る人を男性だけで表現する の は ある固定

的なイメ
ー

ジが組み 込ま れて い ると思 われ る ｡

興味深 か っ た の は ､ 挿絵の す べ て の 教材で韓国人を表す時に韓服 ( チ マ チ ョ ゴ リ) を着た

女性にな っ て い る ｡ ①②⑤で は表紙に韓服の 女性が ､ ③⑥⑨で は韓国人を ､ 韓服 を着た おば

あさん ､ お じ い さんで表 し､ 料理を作るお母さ ん ､ 空港 にお送りに来 る女性も韓服姿で 表し

て い る ｡
こ れは学習者 に と っ て は韓国人､ 特に女性は常に韓服姿で生活 して い る の で はな い

か と い う誤解を招く恐 れ がある と
. 思わ れる ｡

4
. 考察

上の 結果から以下 の ようにまとめ る こ と がで きる ｡

(丑言語 的な表現 :

日本語 の教科書の 場合､ 男女差を固定的に取り扱 っ て い るもの は見当た らなか っ た ｡ と こ

ろが ､ 韓国語 の 教科書の 場合 ､ ｢ 舌 ^B+ を日本語 で訳す時が 問題となる ｡ 分析対象の な っ た教

科書に半数以上で ｢号 ^B + を弟と して訳 して い る ｡ こ れ は ､ 田中 ･ 他 (1998) が新聞の 表現

で 指摘 して い る ､ ｢ 高校生+ ､ ｢行員+ ｢教 師+ と 表記する と男性で ､ 女性の 場合 はす べ て マ
ー

ク が付加され た ｢ 女子高校生+ ｢ 女子行員+ ｢女性教師+ と表現される の と似て い る ｡ ( 注 3 )

日本語訳 に問題が あり､ ｢ 音 ^B+ は妹 ･ 弟両方使わ れ る こ とを説明し､ 日本語訳を つ ける場合

は ､ 弟 ･ 妹両方提示する の が中立的な扱い と言 えるだろう ｡

②会話な どに 出て くる登場人物の 状況 :

日本語の 教科書も韓国語 の教科書も ､ 職場及び家庭にお ける男女差 の 固定的な考えが表現

と し て現 れ て い る ｡ すで に述 べ た こ と で あるが ､ 男性であれ ば､ 教授､ 医者､ 先生で ､ 女性

の 職業と して は主婦､ 先生 ､ 看護士な どと男性の 仕事､ 女性の 仕事を分 けて挙げて い ると考

えられる ｡

また ､ 女性 は主婦で奥さん ､ お 母さ ん と して の 役割が強調 され ､ 男性 は経済力の あ る ､ 家

(注 3 ) 田中 ･ 他 (1 99 8) p p .9 4 -1 0 0
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ー ･ バ イ ア ス 的な表現 に つ い て

庭を支 える主人 ､ お 父 さん と して の 状況を例文と して あげて い る ｡ 仕事や家庭で の 男女の 境

界が 薄くな っ た今日 ､
こ の ような例文は時代を逆行 して い るように思える ｡ た だ し､ 日本語

の教科書の場合 ､ 改訂版な どに よ っ て 中立的な表現 に置き換えようと配慮 して い る ｡

③挿絵 :

同 じく職業や男女の 役割で ジ ェ ン ダ ー ･ バイ ア ス 的な表現が見られた ｡ 教授､ 医者､ 警察

官､ 駅員､
ス ポ

ー

ツ 選手な どは男性が措 かれ て い て ､ 看護士 ､ シ ョ ッ プの 店員 ､ 美容師､ 客

室乗務員は ほと ん ど女性にな っ て い る ｡ 韓国語 の 教科書で は ､ ⑤の よう に会話 の 中の 主人公

が女性で ある こ とか ら相手となる役をすべ て男性に した教材も見られた ｡ 男女の役割にお い

て も女性は買い 物に行 っ たり､ 掃除 ･ 洗濯な どの 家庭 の仕事を した り､ 赤ち ゃ ん の世話をす

る場面 が措 かれ て い る ｡ こ れ は ､ 女性 は家の 中に い る人で ある と の 観念が組 み込まれ て い る

と思 われる ｡ 反対に
､

タ バ コ を吸う人が すべ て男性にな っ て い る の も男女差 に つ い て 固定的

な扱 い を して い る と思わ れ る ｡

語学教師と して 注意 して おか かナれ ばなら な い の は ､ 気づ きにく い 状況や挿絵の 中 に埋め

込まれ た ジ ェ ン ダ ー ･ バ イ ア ス 的表現 である ｡ 言語 と文化は表裏 一 体の 部分も存在するた め ､

語学教育 にお い て教授者も学習者も無意識 の 中に男女差 に つ い て 固定的な考えを持 っ て しま

う場合 が ある ｡ 教科書 そ の もの の 改善も重要な課題で あるが ､ 教育の現場 に い る語学教 師が

固定的な考え方が埋 め込まれ て い る挿絵など の 存在を意識 し､ 適切な説明を付け加える こ と

が最も重要で ある と考える ｡ その ため には ､ 教授者が ､ 男女差 の み ならず文化差 な どに対し

て ､ 固定的また は偏見的な考えに対して敏感な感覚を身に つ ける ことが必要で ある と考える

し､ そ の ような教師研修プ ロ グラ ム を確立 して い か なければならな い ｡

ま た
､

ヨ ー ロ ッ パ な どで は ､ 語学の 教科書に対 し て
一

定の 基準枠 ( 注 4 ) があり､ その 基

準枠の
一

つ と して ､ 教科書に掲載され て い る写真や絵､ グラ フ な ど の 統計が現実を反映され

て い る か どうか ､ 女性や 民族 に対する偏見的な考えが な い か ､ な ど の 基準が ある ｡ 今回取り

上げた ような教科書に こ の ような基準が必要か どうか は ､ 今後議論をして い か なけれ ばなら

な い が ､ 教科書を選択す る教授者や 学習者にと っ て参考となる ガイ ドライ ン が あれ ばよ り固

定的な考えに対する意識化が進 んで い くで あろう ｡

5 . 今後の 課題

本稿 で は ､ 野呂の 指摘をき っ か けと して試験的に 日本国内で 利用 さ れて い る語学教科書の

状況を調 べ た ｡ ジ ェ ン ダ ー ･ バ イ ア ス 的な表現 に つ い て の み着目 した が ､
こ の ような差や本

(注 4 ) 1 9 7 4年 に労働社会省 の 出資 に よ っ て 設立 さ れ た ｢外国人労働者 の た め の ドイ ツ 語協会+ (現在 , ド

イ ツ 連邦共和国政府難民認定局 の
一

部門に 統合 さ れ た) で は外国人労働者向け の ドイ ツ 語教材 に 適 して い

る か どうか をチ ェ ッ ク す る基準を設定 し て い る ｡ E U の 言語 に 関す る 委員会 ( T h e C o u n cil o f E u r o p e の

言語委員会) で は ､ 教材作成の 際 に参考 に なる よ うな語学教育 に 関す る 基準枠 が あ る｡
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質に つ い て の 固定的な考え方は文化 ･ 習慣な どにもあて はま る こ とで ある ｡ 日本は ､ 地域 に

在住する さま ざまな文化的背景の 人々 がさらに増加すると予測されて い る ｡

こ の よう か択況下で ､ 語学教師は単に言葉を教えるだけで なく､ さまざまな差に対する表

現や 描写 に敏感でなければならな い と考える ｡

よ っ て
､ 今後以下 の ような課題 に つ い て研究をすすめ て い く予定で ある ｡

1 ･ ジ ェ ン ダ ー ･ バイ ア ス 的表現に 限らず､ 文化 ･ 習慣を含め た ｢ 差+ に対する 固定的な考

えを教授者が ど の ように克服 して い くか : 教材の 扱い 方､ 教授法､ 教 師ト レ ー ニ ン グ の 内容

に つ い て の検討及 び考察｡

2
. 教科書に対する基準枠を どうとらえる か : 教科書作成や教科書使用 に あたり､ 基準粋が

必要か どうか ､ 必要ならば ､ ど の ような枠組み を考える べ きか ｡
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